
 

  

平成28年７月29日

各  位 

会社名 株式会社シーエスロジネット 

代表者名 代表取締役社長  高木 敏明

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 ２７１０）

問合せ先 取締役社長室長  乙守 俊秀

  ＴＥＬ （052）354-7797 

 

 

（訂正）「平成26年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

 

 当社は、平成26年５月14日に開示いたしました「平成26年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部を訂正いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

記

 

１．訂正内容と理由

 訂正内容と理由につきましては、本日公表の「有価証券報告書等の訂正報告書の提出及び過年度決算短信等の訂正に

関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

 

２．訂正箇所

 訂正箇所が多数に及ぶため、訂正後の全文を添付し、訂正の箇所には下線を付して表示しております。

 

以上
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  （訂正後） 
  

  

 
平成26年３月期  決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成26年５月14日 
上場会社名 株式会社シーエスロジネット 上場取引所 東 
コード番号 2710 ＵＲＬ  http://www.indis.co.jp 
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名）金岡 正光 
問合せ先責任者 （役職名） 専務取締役 （氏名）金岡 昭光 ＴＥＬ  052-354-7797 
定時株主総会開催予定日 平成26年６月26日 有価証券報告書提出予定日 平成26年６月27日 
配当支払開始予定日 －    
決算補足説明資料作成の有無：無  
決算説明会開催の有無      ：無  
 
  （百万円未満切捨て） 
１．平成26年３月期の連結業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期 13,786 △17.5 △52 － 1 － △46 － 

25年３月期 16,709 △17.5 △140 － △61 － △81 － 
 
（注）包括利益 26年３月期 △50 百万円 （－％）   25年３月期 △91 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
26年３月期 △9.80 － △1.3 0.0 △0.4 
25年３月期 △17.12 － △2.2 △0.7 △0.8 

 
（参考）持分法投資損益 26年３月期 － 百万円   25年３月期 － 百万円 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
26年３月期 7,117 3,645 51.2 769.55 
25年３月期 8,104 3,696 45.6 780.17 

 
（参考）自己資本 26年３月期 3,645 百万円   25年３月期 3,696 百万円 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

26年３月期 25 113 △393 442 
25年３月期 △137 59 △61 694 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
25年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
26年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
27年３月期（予想） － 0.00 － 10.00 10.00   15.8   
 
３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 6,200 △7.2 100 － 100 － 100 － 21.11 

通期 13,000 △5.7 300 － 320 － 300 － 63.32 
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※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  －社  （社名）                        、除外  １社  （社名）株式会社ハブ・ア・グッド 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期 5,257,950 株 25年３月期 5,257,950 株 
②  期末自己株式数 26年３月期 520,346 株 25年３月期 520,346 株 

③  期中平均株式数 26年３月期 4,737,604 株 25年３月期 4,737,604 株 
 
（参考）個別業績の概要 
１．平成26年３月期の個別業績（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
26年３月期 13,379 3.6 △11 － 46 － 227 － 
25年３月期 12,912 △21.2 △138 － △59 － △394 － 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
26年３月期 47.92 － 
25年３月期 △83.23 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
26年３月期 7,066 3,633 51.4 766.98 
25年３月期 7,353 3,410 46.4 719.91 

 
（参考）自己資本 26年３月期 3,633 百万円   25年３月期 3,410 百万円 
 
２．平成27年３月期の個別業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 
  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 6,000 △7.8 100 387.9 100 △62.1 21.11 

通期 12,600 △5.8 300 550.5 300 32.2 63.32 
 
 
※  監査手続の実施状況に関する表示 

 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続が実施中です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、４ページ「経営成績 （４）次期の見通し」
をご覧下さい。 
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当期の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、円安や株高の影響を受け景気は緩やかに回復しつつあるものの、海外

景気の下振れ懸念など景気の押し下げ要因も依然として存在しており、雇用情勢の回復に伴う個人消費の改善や

消費税の引き上げに伴う駆け込み需要により一部高額商品は伸びているものの、市場全体としては厳しい状況で

推移しました。

当社グループの事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、映画市場では宮崎駿のアニメ「風立ちぬ」

が興行収入100億円を超すヒットとなり、映画興行収入は比較的堅調に推移したものの、パッケージソフト市場に

おいてはＤＶＤからブルーレイディスクへのシフトが思うように進まないことから、映像ソフト市場は厳しい状

況で推移しました。

音楽ソフト市場におきましては、レコードメーカーの生産高が前年度（平成24年度）に減少から増加に転じ、

回復の兆しが見えたものの、今年度（平成25年度）発売されたＣＤアルバムで100万枚を超すヒット作がなかった

ことなどから再び減少に転じ、厳しい状況が続きました。

コンシューマーゲーム市場におきましては、本年２月に日本国内で発売されたソニー・コンピューターエンタ

テインメントの新型ゲーム機「Ｐｌａｙ Ｓｔａｔｉｏｎ ４」が比較的好調なスタートを切ったものの、ｉＰ

ｈｏｎｅ、スマートフォン等の普及に伴う携帯端末向けの配信型のゲームソフトの台頭や、ゲーム機が通信機能

を備えたことによるダウンロード型のソフトへの移行が加速したこと等から厳しい状況で推移しました。

このような環境のもと、映像ソフト市場におけるシェアの確保に加え、グループ全体の業務効率の向上による

経費の削減に努めました。一方、当社の主要販売先であるレンタル店におけるＤＶＤのレンタル料金の価格競争

激化により、中小レンタル店の経営環境悪化に伴う新作仕入枠の縮小が続く中、当社は新作仕入に対する店舗の

負担を縮小させることを目的として、ＲＳＳ（レベニュー・シェアリング・システム）というサービスを推進し

てまいりました。具体的には当社がＲＳＳ対象タイトルを選定し、レンタル店に対し売り切りで卸売販売するの

ではなく、無償（一部、物流コスト程度を負担していただくものもあります。）でレンタル店の店頭に一定期間

（最長で３年間）在庫していただき、レンタル売上を当社とレンタル店でシェアするというものであります。Ｒ

ＳＳの収益は、レンタル店の売上高のうち、当社のシェア相当分と当社の仕入（売上原価）との差額が粗利益と

なります。 

レンタル店における厳しい経営環境が続く中、店舗経営をバックアップするという目的で今期はこのＲＳＳを

積極的に推進したことから、ＲＳＳ対象商品の導入数量の拡大により売上原価が大幅に増加し、売上総利益を押

し下げる結果となりました。なお、グループ全体の業務効率の向上策として平成25年４月１日付で連結子会社の

株式会社ハブ・ア・グッドを吸収合併し、経営資源の集中と業務の見直しによる業務効率の向上を進めました。

② 当期の業績（連結）

以上の結果、当社グループの当連結会計年度の連結業績は、売上高が13,786百万円と前期比で17.5％の減少と

なりました。業務の見直しによる経費の削減効果が出ているものの、売上総利益が計画を下回り、営業損失は52

百万円（前年の営業損失は140百万円）となりました。なお、投資有価証券の売却益を営業外収益に計上している

こと等により、経常利益は1百万円（前年の経常損失は61百万円）となりました。また、法人税等の税金費用を計

上したことにより、当期純損失は46百万円（前年の当期純損失は81百万円）となりました。

③ セグメント別の業績（連結）

［卸売事業］ 

ａ．音楽映像ソフト

当部門の売上高は、映像ソフトにおける販売用ＤＶＤは比較的堅調に推移したものの、レンタル用ＤＶＤに

おいては、レンタル店におけるレンタル料金の低価格化による店舗収益の圧迫などから、仕入予算の縮小の影

響を受け減少し、音楽ソフトにおいては、ヒット作の不足からＣＤアルバムの売上が伸びず、前期比22.5％減

の9,564百万円となりました。

ｂ．コンシューマーゲーム

当部門の売上高は、本年２月に発売されたソニー・コンピューターエンタテインメントの新型ゲーム機「Ｐ

ｌａｙ Ｓｔａｔｉｏｎ ４」が好調なスタートを切ったものの、年度全体を見た場合には、ゲームソフトに

おいてヒット作が少なかったことや、ダウンロード型ソフトの台頭により、前期比6.8％減の1,929百万円とな

りました。

ｃ．関連商品

当部門の売上高は、ＣＤ－Ｒ，ＤＶＤ－Ｒ等の既存商品の売上高が減少傾向にあるなか、バラエティグッズ

をはじめとした新たな商材の販売を強化したものの、既存商品の売上の減少を補うまでには至らず、前期比

11.5％減の515百万円となりました。
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ｄ．その他

当部門の売上高は、ビデオレンタル店を対象とした当社オリジナルサービス「ＣＳＲ（Ｃｕｓｔｏｍｅｒ 

Ｓｔｏｃｋ ｏｒ Ｒｅｔｕｒｎ）」の導入を推し進めた結果、前期比35.6％増の928百万円となりました。

以上により、卸売事業全体の売上高は、前期比17.5％減の12,938百万円となりました。 

［小売事業］

当部門の売上高は、当社直営店のうち不採算店を閉店したことと、既存店の売上高の減少の影響を受け、前

期比17.4％減の847百万円となりました。

(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における総資産は7,117百万円となり、前連結会計年度末に比べ987百万円の減少となりまし

た。また、純資産の残高は3,645百万円となり、50百万円の減少となりました。

イ．資産

流動資産においては、前連結会計年度末に比べ531百万円減少した4,166百万円となりました。主な要因は、

３月度の売上高が前年より少なかったことによる受取手形及び売掛金の減少と現金及び預金の減少によるもの

です。

固定資産においては、前連結会計年度末に比べ455百万円減少した2,950百万円となりました。主な要因は、

敷金及び保証金の一部返還と投資有価証券の売却による減少によるものです。

ロ．負債

流動負債においては、前連結会計年度末に比べ439百万円減少した2,982百万円となりました。主な要因は、

３月度の仕入高が前年より少なかったことによる支払手形及び買掛金の減少と短期借入金の返済によるもので

す。

固定負債においては、前連結会計年度末に比べ497百万円減少した489百万円となりました。主な要因は、長

期借入金の返済と役員退職慰労引当金の減少によるものです。

ハ．純資産

純資産においては、前連結会計年度末に比べ50百万円減少した3,645百万円となりました。主な要因は、当期

純損失を計上したことによるものです。

   ② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の減少や

保険積立金の解約による資金の増加があったものの、仕入れ債務の減少や借入金の返済等の資金の減少により、

前連結会計年度末に比べ252百万円減少した442百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益が5百万円となり、仕入債務の減少や法人税

等の支払額による資金の減少があったものの、売上債権の減少や仕入保証金の返還等の資金の増加により、前

連結会計年度に比べ162百万円増加した25百万円の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入や保険積立金の解約による収入等に

より、前連結会計年度に比べ53百万円増加した113百万円の収入となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金については新たな借入はなく、短期借入金、長期借入金

の返済等の支出のみとなり前連結会計年度に比べ331百万円減少した、393百万円の支出となりました。

この結果、当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

252百万円減少した442百万円となりました。

（参考）キャッシュ・フロー指標の推移

  平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年3月期

自己資本比率（％） 45.0 45.6 51.2 

時価ベースの自己資本比率（％） 11.7 10.4 14.0 

キャッシュ・フロー対有利子負債

比率（％）
2.1 △6.6 20.4

インタレスト・カバレッジ・レシ 

オ（倍）
30.1 △13.4 3.4

※１．各指標は、以下の計算式により算出しております。

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

２．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。
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３．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は貸借対照表に計上されて

いる負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としております。利息の支払については、営業キャッ

シュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、安定した配当の継続と、事業拡大及び財務体質の強化など将来に備えた内部留保の充実を勘案し、利益配

分を行ってまいります。

なお、当期におきましては、個別業績において、平成25年４月１日付で連結子会社の株式会社ハブ・ア・グッドを

吸収合併したことにより売上高は増加し、経営統合による業務の効率化により営業利益は改善傾向にあるものの、黒

字化には及ばず当期においても営業損失を計上することとなりました。なお、有価証券売却益の計上や、株式会社ハ

ブ・ア・グッドを吸収合併したことによる消滅差益を計上したことにより当期純利益を計上しておりますが、営業損

失を２期連続計上したことにより当期においても、無配とさせていただくことといたしました。

(4）次期の見通し

今後につきましては、企業収益は改善傾向にあり、それに伴い雇用情勢の改善も期待されます。ただし、海外景気

の下振れ懸念も依然としてあるなか、消費税率の引き上げや消費者物価の上昇等、個人消費市場は一部改善がみられ

るものの、全体としては厳しい状況が続くことが予想されます。

当社グループの事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、販売用商品は比較的堅調に推移しているもの

の、レンタル用商品はレンタル店におけるレンタル料金の低価格化により、今後も引き続きレンタル市場は厳しい状

況で推移することが予想されます。

音楽ソフト市場におきましては、携帯電話からスマートフォンやｉＰｈｏｎｅへのシフトにより、有料音楽配信市

場が変化するなか、ユーザーのニーズに対応したパッケージ商品の企画・制作が求められます。

コンシューマーゲーム市場におきましては、「３ＤＳ」、「Ｐｌａy  Ｓｔａｔｉｏｎ Ｖｉｔａ」といった携帯

型ゲーム機に加え、ニンテンドーの「ＷｉｉＵ」やソニー・コンピュータエンタテインメントの「Ｐｌａy Ｓｔａ

ｔｉｏｎ ４」といった据置型のゲーム機もネットワーク対応となり、ゲームソフトにおけるダウンロード版へのシ

フトが一層進むことが予想されます。

このような環境のもと、当社グループにおきましては、音楽映像ソフト市場におけるシェアの確保とともに、レン

タル店向けにバラエティ・グッズを中心とした販売商品の開発営業を推進し、売上高の確保とともに、利益率の向上

に努めてまいります。

以上のことから、当社グループの通期の連結業績の見通しは、売上高13,000百万円（当期比5.7％減）、営業利益

300百万円（当期は52百万円の営業損失）、経常利益320百万円（当期は1百万円の経常利益）、当期純利益300百万円

（当期は46百万円の当期純損失）を見込んでおります。

なお、事業の種類別セグメントの見通しは、次の通りであります。

① 卸売事業

音楽映像ソフトのうち、音楽ソフトにおいては、次期における市場を牽引するようなタイトルの発売が未定であ

ること、映像ソフトにおいては、引き続きレンタル店におけるＤＶＤの貸出価格の低価格競争により、レンタル市

場は厳しい状況が当面続くことが予想されることから、8,800百万円（当期比8.0％減）を見込んでおります。

コンシューマーゲームの売上高は、ゲームソフトにおいてはパッケージからダウンロード版へのシフトが今後一

層進むことが予想されるものの、本年２月にソニー・コンピューターエンタテインメントから発売された新型のゲ

ーム機「Ｐｌａｙ Ｓｔａｔｉｏｎ ４」の本体及びソフトの売上が見込まれることから、2,100百万円（当期比

8.8％増）を計画しております。

関連商品の売上高は、主力商品である記録メディアの需要が大幅に縮小するなか、レンタル店向けの新たな販売

用商材の取扱いと積極的な導入により、500百万円（当期比3.0％減）を見込んでおります。

その他の売上高は、ビデオレンタル店を対象とした当社オリジナルサービス「ＣＳＲ（Ｃｕｓｔｏｍｅｒ Ｓｔ

ｏｃｋ ｏｒ Ｒｅｔｕｒｎ）」の導入件数の拡大を進める一方、ＲＳＳ商品のタイトルの絞り込みにより売上原

価を圧縮することで利益率の改善を図り、700百万円（当期比23.4％減）を見込んでおります。

② 小売事業

小売事業部門におきましては、900百万円（当期比6.2％増）を見込んでおります。
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２．企業集団の状況

当社企業集団(以下、当社グループ)は、当社(株式会社シーエスロジネット)と連結子会社２社の計３社で構成されて

おり、主たる事業は、音楽ソフト（レンタル用ＣＤ）、映像ソフト（ビデオカセット、ＤＶＤ）、家庭用ゲーム機器及

びゲームソフト(以下、コンシューマーゲーム)等の卸売販売を行なう「卸売事業」であります。また、当社の小売事業

部門はＣＤ、コンシューマーゲーム等の販売(「小売事業」)を行なっております。

当社グループの事業区分とそれに係る位置付け及び事業の種類別セグメントとの関連は、次の通りであります。

事業区分 主要商品及び事業内容 主要な会社

卸売事業 音楽映像ソフト 音楽ソフト（レンタル用ＣＤ） 当社

映像ソフト（ＤＶＤ） 当社

コンシューマーゲーム（家庭用ゲーム機器、ゲームソフト等） 当社

関連商品（ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等録音・録画用記録メディア、当社開発

商品、備品等）(注)１
当社

その他（ＴＰＬ、ＯＥＭ等）(注)２

共聴施設事業者向け館内放送サービス用機器及びシステム（注）３

当社、㈱メディアネットワーク

ソリューションズ

小売事業
音楽映像ソフトのレンタル及び販売、並びにコンシューマーゲームの販

売、映像コンテンツの衛星放送及びインターネットを利用した配信事業
当社、㈱ムービーチャンネル

（注）１．当社開発商品は、主にレンタル店におけるディスプレイ用品、店頭告知用各種ツール（ＰＯＰ、チラシ、各

種表示ラベル等の印刷物）等であります。

２．ＴＰＬはゲームソフトメーカー等の物流受託業務、ＯＥＭは音楽映像ソフトをレンタル店向けに管理用バー

コードを貼付する等の加工業務であります。

３．ホテルその他共聴施設事業者が行う衛星放送を利用した館内放送サービスのデジタル化に必要な機器、シス

テム及び衛星放送向け高画質映像コンテンツ等の販売であります。

 事業系統図

 

 

 （注）  当社小売事業は、音楽映像ソフトの販売及コンシュマーゲーム等の販売を行っており、主に当社卸売事業を経

由して仕入れております。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

当社は、音楽、映像、ゲーム等のソフトの流通を担うことにより「人々の豊かなエンタテインメント・ライフづく

りに貢献していく」ことを企業理念とし、「顧客満足度の向上を図り、企業を永続的に発展させ、株主や社会に貢献

し、社員の成長と豊かな人生を実現できる企業を目指すこと」を経営理念としております。

また、事業領域であるエンタテインメント・ソフト市場において「情報と商品の供給によりお客様を後方支援す

る」という基本方針に基づき、タイムリーな商品供給とより付加価値の高い情報サービスにより、差別化を図り、シ

ェア拡大に努めてまいります。あわせて徹底したローコスト・マネジメントを推進し、売上高営業利益率の向上に努

めてまいります。

なお、当社の社名シーエスロジネットは、 Customer  Satisfying  Logistics  Network（お客様に満足していた

だける戦略的物流ネットワーク） を意味しております。

(2）目標とする経営指標

当社は、総資本経常利益率13～15％を目標とする経営指標としております。

(3）中長期的な会社の経営戦略

① エンタテインメント・ソフト総合卸売機能の強化

大型化、複合化した音楽、映像、コンシューマーゲーム等のエンタテインメント・ソフトのレンタル及び販売

店に対し、これらの商品の総合卸売としての機能並びにサービスの向上を推進し、シェア拡大に努めてまいりま

す。

② 情報サービスの強化

当社の情報サービス「ＣＳＩ－Ｎｅｔ」をエンタテインメント・ソフト全般の発注参考情報として活用できる

よう機能を強化・充実し、同業他社との差別化を図ることでシェア拡大に努めてまいります。

③ ＴＰＬの規模拡大

当社の物流サービスのＴＰＬ（物流の受託業務で、Third  Party  Logisticsの頭文字をとったもの）を現在の

ゲームソフトメーカーに加え、音楽、映像ソフトメーカーの物流受託業務も含め、事業規模の拡大を進めてまい

ります。

④ 市場変化への対応

当社は、インターネットや携帯電話、スマートフォンの普及に伴う、音楽配信、映像配信、ゲーム配信等の事

業に取り組み、市場の変化に対応してまいります。

(4）会社の対処すべき課題

音楽映像ソフト部門におきましては、市場におけるシェアの確保とともに、レンタル店向けにバラエティ・グッズ

を中心とした販売商品の開発営業を推進し、売上高の確保とともに、利益率の向上に努めてまいります。 

また、平成26年５月２日付けで新たに親会社となりましたテクタイト株式会社の有する経営資源や電子機器の製造

技術、アプリケーションソフトの開発技術等を当社グループにおいても有効に活用し、主要事業である音楽映像ソフ

ト、ゲームソフト等の卸売事業だけでなく、サード・パーティー・ロジスティクス事業、衛星放送事業においても、

相乗効果を発揮すべく、新たな事業領域の開発に向け、計画の具体化を進めてまいります。 

あわせて、徹底したローコスト・マネジメントを進めるとともに、内部統制の整備・運用を図り、健全な経営体質

の強化に努めてまいります。

(5）その他、会社の経営上重要な事項

  該当事項はありません。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 837,010 608,594 

受取手形及び売掛金 1,764,817 1,430,845 

有価証券 377 461 

たな卸資産 1,908,896 1,848,978 

繰延税金資産 66,802 192,342 

その他 141,295 92,550 

貸倒引当金 △20,449 △6,951 

流動資産合計 4,698,750 4,166,821 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 193,962 194,529 

減価償却累計額 △102,591 △106,785 

建物及び構築物（純額） 91,370 87,743 

機械装置及び運搬具 46,209 45,658 

減価償却累計額 △42,117 △43,289 

機械装置及び運搬具（純額） 4,092 2,369 

土地 575,565 575,565 

その他 131,174 127,453 

減価償却累計額 △114,234 △117,338 

その他（純額） 16,939 10,115 

有形固定資産合計 687,967 675,793 

無形固定資産    

のれん 43,947 － 

その他 141,868 122,048 

無形固定資産合計 185,816 122,048 

投資その他の資産    

投資有価証券 885,283 802,106 

保険積立金 527,405 487,829 

敷金及び保証金 971,198 820,649 

繰延税金資産 113,129 13,159 

その他 35,807 44,519 

貸倒引当金 △431 △15,351 

投資その他の資産合計 2,532,346 2,152,913 

固定資産合計 3,406,130 2,950,755 

資産合計 8,104,881 7,117,577 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,656,208 2,222,431 

短期借入金 200,000 － 

未払金 54,065 49,198 

未払費用 96,635 70,531 

未払法人税等 96,450 78,570 

賞与引当金 59,476 50,219 

役員退職慰労引当金 - 315,313 

その他 259,591 196,652 

流動負債合計 3,422,427 2,982,917 

固定負債    

社債 113,600 84,800 

長期借入金 396,532 253,708 

役員退職慰労引当金 308,452 5,329 

受入保証金 167,554 145,174 

固定負債合計 986,139 489,012 

負債合計 4,408,566 3,471,929 

純資産の部    

株主資本    

資本金 598,510 598,510 

資本剰余金 545,000 545,000 

利益剰余金 2,875,107 2,828,657 

自己株式 △142,231 △142,231 

株主資本合計 3,876,387 3,829,937 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 61,570 57,537 

土地再評価差額金 △241,827 △241,827 

その他の包括利益累計額合計 △180,256 △184,290 

少数株主持分 184 － 

純資産合計 3,696,314 3,645,647 

負債純資産合計 8,104,881 7,117,577 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 16,709,820 13,786,532 

売上原価 14,863,349 12,190,986 

売上総利益 1,846,470 1,595,545 

販売費及び一般管理費    

販売手数料 36,746 36,355 

運賃及び荷造費 184,255 164,032 

広告宣伝費 9,324 4,210 

貸倒引当金繰入額 10,546 1,421 

役員報酬 149,166 109,544 

給料及び手当 757,219 607,113 

賞与 43,970 49,870 

賞与引当金繰入額 58,339 49,082 

退職給付費用 11,572 9,255 

役員退職慰労引当金繰入額 17,106 12,190 

福利厚生費 128,773 111,229 

交際費 6,380 2,521 

旅費及び交通費 43,764 37,478 

租税公課 17,185 17,098 

減価償却費 35,966 33,464 

消耗品費 27,522 25,630 

賃借料 164,087 128,475 

その他 285,142 249,074 

販売費及び一般管理費 1,987,072 1,648,049 

営業損失（△） △140,601 △52,504 

営業外収益    

受取利息 3,572 5,884 

受取配当金 3,826 3,469 

受取賃貸料 6,643 8,666 

受取手数料 11,851 7,095 

有価証券売却益 48,155 28,286 

為替差益 11,270 7,853 

雑収入 6,992 2,357 

営業外収益合計 92,310 63,614 

営業外費用    

支払利息 10,318 7,367 

支払保証料 2,438 2,116 

雑損失 208 117 

営業外費用合計 12,966 9,601 

経常利益又は経常損失（△） △61,256 1,508 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

特別利益    

保険解約返戻金 56,336 39,923 

特別利益合計 56,336 39,923 

特別損失    

投資有価証券評価損 411 33,468 

固定資産除却損 2,984 1,094 

その他 230 999 

特別損失合計 3,626 35,562 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△8,546 5,870 

法人税、住民税及び事業税 85,215 70,423 

法人税等調整額 △9,679 △17,919 

法人税等合計 75,535 52,504 

少数株主損益調整前当期純損失（△） △84,082 △46,634 

少数株主損失（△） △2,985 △184 

当期純損失（△） △81,097 △46,449 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純損失（△） △84,082 △46,634 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △7,216 △4,033 

その他の包括利益合計 △7,216 △4,033 

包括利益 △91,299 △50,667 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △88,313 △50,483 

少数株主に係る包括利益 △2,985 △184 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 598,510 545,000 3,003,581 △142,231 4,004,861 

当期変動額          

剰余金の配当     △47,376   △47,376 

当期純損失（△）     △81,097   △81,097 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － △128,473 － △128,473 

当期末残高 598,510 545,000 2,875,107 △142,231 3,876,387 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 68,787 △241,827 △173,040 3,169 3,834,990 

当期変動額          

剰余金の配当         △47,376 

当期純損失（△）         △81,097 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △7,216 － △7,216 △2,985 △10,201 

当期変動額合計 △7,216 － △7,216 △2,985 △138,675 

当期末残高 61,570 △241,827 △180,256 184 3,696,314 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 598,510 545,000 2,875,107 △142,231 3,876,387 

当期変動額          

当期純損失（△）     △46,449   △46,449 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 - - △46,449 - △46,449 

当期末残高 598,510 545,000 2,828,657 △142,231 3,829,937 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 61,570 △241,827 △180,256 184 3,696,314 

当期変動額          

当期純損失（△）         △46,449 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△4,033 - △4,033 △184 △4,217 

当期変動額合計 △4,033 - △4,033 △184 △50,667 

当期末残高 57,537 △241,827 △184,290 － 3,645,647 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
△8,546 5,870 

減価償却費 42,754 37,759 

減損損失 230 - 

のれん償却額 68,980 43,947 

投資有価証券評価損益（△は益） 411 33,468 

出資金評価損 － 999 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17,106 12,190 

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,817 △9,257 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,495 1,421 

受取利息及び受取配当金 △7,398 △9,354 

支払利息 10,318 7,367 

為替差損益（△は益） △4,497 △2,796 

有価証券売却損益（△は益） △48,155 △28,286 

固定資産除却損 2,984 1,094 

売上債権の増減額（△は増加） 408,078 333,971 

たな卸資産の増減額（△は増加） △177,466 59,917 

その他の資産の増減額（△は増加） △62,218 △36,704 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 3,414 △13,331 

仕入債務の増減額（△は減少） △212,047 △433,777 

未払消費税等の増減額（△は減少） 66,301 △27,565 

その他の負債の増減額（△は減少） △39,966 △38,123 

預り保証金の増減額（△は減少） △5,050 △22,380 

差入保証金の増減額（△は増加） 3,100 152,977 

小計 76,645 69,410 

利息及び配当金の受取額 6,884 8,410 

利息の支払額 △10,252 △7,366 

法人税等の支払額 △210,689 △96,716 

法人税等の還付額 － 51,319 

営業活動によるキャッシュ・フロー △137,412 25,057 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △9,601 △29,601 

定期預金の払戻による収入 39,636 15,478 

有形固定資産の取得による支出 △7,554 △5,354 

長期前払費用の取得による支出 △6,087 △8,364 

無形固定資産の取得による支出 △3,330 － 

投資有価証券の取得による支出 △29,898 △7,462 

投資有価証券の売却による収入 74,639 73,727 

貸付けによる支出 △120 △12,205 

貸付金の回収による収入 575 1,500 

敷金の回収による収入 30,184 3,331 

敷金の差入による支出 △52 △7,653 

保険積立金の解約による収入 59,681 110,056 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △88,839 △20,307 

投資活動によるキャッシュ・フロー 59,232 113,146 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 △200,000 

長期借入金の返済による支出 △185,664 △164,366 

社債の償還による支出 △28,800 △28,800 

配当金の支払額 △47,308 △288 

財務活動によるキャッシュ・フロー △61,772 △393,454 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,497 2,796 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △135,454 △252,455 

現金及び現金同等物の期首残高 830,163 694,709 

現金及び現金同等物の期末残高 694,709 442,253 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 １．報告セグメントの概要
当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社の経営事項及び業務執行に関する最高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を
評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
当社グループは、音楽映像ソフトや家庭用ゲーム機器及びソフト等のエンタテインメント関連商品の販売を

主たる事業としており、レンタル店やゲームショップ等事業者を対象とした事業と直接消費者を対象とした事
業とに区分し、各事業ごとに包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。
従って、当社グループの構成単位は事業の種類別セグメントから構成されており、レンタル店やゲームショ

ップ等事業者を対象とした事業を「卸売事業」、直接消費者を対象とした事業を「小売事業」とし、２つを報
告セグメントとしております。
 
「卸売事業」は、音楽ソフト(レンタル用ＣＤ)、映像ソフト、コンシューマーゲーム等をビデオ・ＣＤレン

タル店やゲームショップ等に販売しております。「小売事業」は、音楽映像ソフト、コンシューマーゲーム等
を消費者に販売またはレンタルしております。
 

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」
 における記載と概ね同一であります。
  報告セグメントの利益は営業利益ベースの金額であります。また、セグメント間の内部売上高又は振替高
 は市場実勢価格に基づいております。
 
３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

  前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

      （単位：千円） 

  卸売事業 小売事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 15,683,799 1,026,020 16,709,820 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
1,380 1,544 2,924 

計 15,685,179 1,027,565 16,712,744 

セグメント利益又は損失(△) 344,327 △132,407 211,919 

セグメント資産 5,682,444 379,543 6,061,988 

その他の項目      

のれんの償却額 65,921 － 65,921 

減価償却費 31,583 4,919 36,502 

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額 
3,690 530 4,220 
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  当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

      （単位：千円） 

  卸売事業 小売事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 12,938,679 847,852 13,786,532 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
3,509 7,691 11,200 

計 12,942,189 855,543 13,797,732 

セグメント利益又は損失(△) 304,060 △68,052 236,007 

セグメント資産 4,582,859 348,109 4,930,969 

その他の項目      

のれんの償却額 43,947 － 43,947 

減価償却費 29,824 3,371 33,195 

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額 
4,049 800 4,849 

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
                                         （単位：千円）

      売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 16,712,744 13,797,732

 セグメント間取引消去 △2,924 △11,200

連結財務諸表の売上高 16,709,820 13,786,532

 
                                         （単位：千円）

      利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 211,919 236,007 

 セグメント間取引消去 1,800 1,800

 のれんの償却額 △3,058 －

 全社費用(注) △351,263 △290,311

連結財務諸表の営業損失(△) △140,601 △52,504 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

                                     （単位：千円）

      資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 6,061,988 4,930,969 

 資本連結消去 △303,338 △5,955

 全社資産(注) 2,346,231 2,192,563 

連結財務諸表の資産合計 8,104,881 7,117,577 

 (注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金、長期性資金、一般管理部門に係る資
産であります。
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                                     （単位：千円）

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

減価償却費 36,502 33,195 6,251 4,563 42,754 37,759

のれんの償却額 65,921 43,947 3,058 － 68,980 43,947

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

4,220 4,849 4,413 505 8,633 5,354

 

【関連情報】

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

１.商品ごとの情報

                                    (単位:千円)

  音楽映像ソフト
コンシューマー

ゲーム
関連商品 小売・その他 合計

 外部顧客への売上高 12,345,214 2,070,830 582,926 1,710,848 16,709,820

 

２.地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客以外の売上がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３.主要な顧客ごと情報

                          (単位:千円)

 顧客の名称又は氏名  売上高  関連するセグメント

 株式会社ゲオ 3,953,851  卸売事業

 

当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

１.商品ごとの情報

                                    (単位:千円)

  音楽映像ソフト
コンシューマー

ゲーム
関連商品 小売・その他 合計

 外部顧客への売上高 9,564,489 1,929,627 515,644 1,776,769 13,786,532

 

２.地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客以外の売上がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３.主要な顧客ごと情報

                          (単位:千円)

 顧客の名称又は氏名  売上高  関連するセグメント

 株式会社ゲオ 3,263,178  卸売事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

      (単位:千円) 

  卸売事業 小売事業 全社・消去 合計 

減損損失 － 230 － 230 

 

当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

   該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

      (単位:千円) 

  卸売事業 小売事業 全社・消去 合計 

当期償却額 68,980 － － 68,980 

当期末残高 43,947 － － 43,947 

 

当連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

      (単位:千円) 

  卸売事業 小売事業 全社・消去 合計 

当期償却額 43,947 － － 43,947 

当期末残高 － － － － 

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり純資産額     780円17銭     769円51銭

1株当たり当期純損失金額(△)     △17円12銭     △9円80銭

 （注）１.潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

    ２.１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当期純損失(△)（千円）     △81,097 △46,449 

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る当期純損失(△)（千円）     △81,097     △46,449

期中平均株式数（千株）     4,737     4,737

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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５．その他

役員の異動

 ① 代表取締役の異動

   代表取締役の異動につきましては、本日公表の「代表取締役の異動に関するお知らせ」をご参照くださ

い。

 

 ② その他の役員の異動

  ・新任取締役候補

   取締役  松本 能和

   取締役  湯原 育文

   取締役  乙守 俊秀

 

  ・退任予定取締役

   取締役  金岡 正光（現・代表取締役）

   取締役  金岡 昭光（現・専務取締役）

 

  ・新任監査役候補

   （常勤）監査役  金岡 昭光（現・専務取締役）

 

  ・退任予定監査役

   （常勤）監査役  高木 敏明

 

 ③ 就任予定日

   平成26年６月26日
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